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１ はじめに 

   ここ数年の社会情勢、私達を取り巻く環境は、これまで経験したことのないことの連続で、「当

然」や「慣例」が通用しないことがどれほど多いかを思い知らされた感がある。今年度に入って

からは数年前の状況に戻りつつあることを感じながらも、不測の事態に対応し得る力の育成につ

いて考える機会が多くなった。教師がお膳立てした学習を期待通りにやり抜く子どもを育てるの

ではなく、何を学ぶのか、なぜ学ぶのか、学んだことをどう生かしていくのかなど、学習に対し

て主体的に関わり、自分事として学びを捉えることができるような児童を育成していかなければ

ならない。そう考えた時、全国小学校国語研究所の研究主題である『「生きて働く読解力」の育成

を目指す指導法の研究 ～目的をもって、情報を関連付けて読み、考えをまとめる力を育てる授

業づくり～」は、学習に対して主体的に関わり、目的をもって学び、学んだことを生活に生かす

という点で、今まさに求められる力だと考える。 

   国語科で学習した力を他教科での学びの基盤とするとともに、実生活、生涯にわたって活用で

きる力の育成を目指して、授業づくり・授業改善に取り組んでいくこととする。 

 

２ 実践事例 

 (１) 単元名  説明の仕方の特徴をとらえ、主張文の記述に生かそう 

 (２) 単元について 

     『ひろがる言葉 小学国語６上』（教育出版）に、「雪は新しいエネルギー」という教材文

がある。地球温暖化やその原因となる化石エネルギー問題を提示し、雪エネルギー利用によ

る問題解決を主張する文章である。 

     ６年生の児童、特に雪に馴染みのない沖縄県の児童にとって、雪をエネルギーとして活用

するという事例は驚きとともに、イメージすることが難しいことである。教科書では、筆者

の主張を根拠となる事例を整理しながら読み、筆者の説明の仕方やその意図を考えた上で、

自分なりに考えたことを文章にまとめ感想を交流する言語活動が設定されている。 

     この教材を使って、児童に自分事として学びを捉え、主体的に学習を行うためにはどうし

たらよいか考えた時、やはりそのままの学習展開では難しいと判断した。その理由は、言う

までもなく、自身の生活に関わりのない雪がエネルギーとして使われている事例が取り上げ

られているからである。化石燃料の使用による地球温暖化や異常気象といった問題について

は、理科の学習でも触れていることなので、再生可能エネルギーの重要性は理解できてい

る。そこで、視点を「沖縄で利用可能な再生可能エネルギーは何か」におき、調べたことを

もとに自分の考えを主張文にまとめるという単元構成にした。 

 

(３)単元目標 

   〇情報と情報との関連付けの仕方、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うこ

とができる。                            【知・技(２)イ】 

   〇目的に応じて、文章と図表などとを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め

方について考えたりすることができる。             【思・判・表 C(１)ウ】 

   〇目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区

別して書いたりするなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる。 

【思・判・表 B(１)ウ】 

   〇言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思いや考え

を伝え合おうとする。                  【学びに向かう力、人間性等】 
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 (４) 学習計画 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

一 １ １ 単元の【めあて】と

【ゴール】を確認し、学

習の見通しをもつ。 

・化石燃料、再生可能エネル

ギー、異常気象等の用語の

意味を確認する。 

〇ゴールの姿を確認し、

学びを自分事して捉え

ようとしているか。 

二 ２ ２ 教材文を読み解く。 

(１)「氷室」「雪冷房」と

は何かを読み取る。 

・全文シートを活用して、正

確な読みを目指す。 

〇それぞれの利用の仕

方、利点などが読みと

れているか。 

 

 
▲全文シートを活用して、文章と文章、文章と図等を結び付けながら読み深める。 

３ (２)筆者が雪エネルギーの

利用を主張する意図を捉

える。 

・主張の根拠となる事例を整

理しながら読ませる。 

〇化石燃料と再生可能エ

ネルギーとを比較して

主張を捉えているか。 

４ (３)雪エネルギーの可能性

と課題について考える。 

・筆者が利点だけでなく課題

点も挙げていることの意図

を考えさせたい。 

〇利点と問題点とを踏ま

えた上で考えをまとめ

ているか。 

５ (４)筆者の主張の組み立て

方や説明の仕方の特徴を

探る。 

・筆者が自身の主張を理解し

てもらうための手立てがあ

ることに気づかせる。 

〇読み手に主張が伝わる

ようどう工夫している

か、気づいているか。 

三 ６ ３ 沖縄で利用できそうな

再生可能エネルギーにつ

いて考える。 

(１)モデル文を読み、ゴー

ルの姿を確認する。 

・教師作成のモデル文を提示

することで、ゴールの姿を

可視化・明確化させる。 

〇自分事として課題を捉

え、主体的に学ぼうと

しているか。 

〇ゴールの姿をイメージ

できているか。 
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縄
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７ (２)情報を収集する。 ・Chromebook を活用し

て、情報を収集させる。 

〇必要な情報を収集して

いるか。 

８ (３)主張文の構成について

考える。 

・目的に応じて、複数の情報

を比較・関連付けて読んだ

上で、文章の構成を考えさ

せるようにする。 

〇これまで収集した情報

を整理・活用しなが

ら、文章の構成を考え

ているか。 

９ ４ 主張文を書く。 

※Chromebook で入力する

か、用紙に記述か各自で選択。 

・収集した情報をもとに、明

確に自分の考えを記述させ

るようにする。 

〇筆者の説明の仕方を参

考にしながら、主張文

を記述しているか。 

10 ５ 書いた主張文を交流

し、学習のまとめをす

る。 

・主張したいことを正確に発

信したり、互いの考えを共

有させたりして、深い学び

を目指す。 

〇単元全体を通してどの

ような力が身についた

か意識しながら学習を

振り返っているか。 

 

 

(5)授業の実際（８/10 時） 

１ 本時のねらい  

収集した情報をもとに、主張文の構成について考える。 
評価方法 

  ノート、観察 

２ めあて、まとめ、振り返り  

（まとめ） 

  ①現状・課題 ②解決のために利用したいエネルギー 

③問題点と今後 の柱で文章を構成したらよい。 

（めあて） 

主張文の構成について考えよう。 

（振り返り） 

・媚山さんの記述を参考にして、大きな問いを「始め」に書き、解決のために使いたいエネルギーについては「中」に

書くことに決まった。主張文を書くことが楽しみだ。 

・構成を考えることが難しかったので、友達の構成表を見せてもらって、どうにか書けた。 

３ 本時の展開  

［導入］…10分 

１  前時の学習を振り返る。 

 

２  本時のめあてを確認する。 

         【めあて】 主張文の構成について考えよう。  

 

〔展開〕・・・３０分 

３  構成表の書き方を確認する。 

     ※授業者作成の構成表を提示して書き方を確認。 

４  構成表を書く。 

       ※支援が必要な児童へ適切に支援する。 

                

正対 

Jamboard

で共有した

情報をもと

にする。 

毎時間、学習の〈振り返り〉を Google Classroom のシートに入

力して送信。授業後にそれを確認し、次時の学びへ繋げたい〈振

り返り〉を取り上げ、児童主体の学習展開を目指す。 

〈学習のゴール〉に対する位置づけを意識させ

学習の意義を捉えさせる。 

自分の考えを明確に発信できる主張文になるに

は、どう構成したらよいか考えさせる。 
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〔終末〕・・・５分 

   ５  本時の学習を振りかえる。 

       ※視点は、「構成表を作成しての気付いたこと」。 

   ６  次時の予告をする。 

       ※「主張文の書き出しについて考えること」を家庭学習として課す。 

４ 板書レイアウト等  

 
 ▲板書の実際。教師作成の主張文及び構成表を学習のモデルとして提示し、個々の学びの手立てとして活用。 

 

(6)研究の成果と今後の課題 

    児童は、第一次の学習において教材文との出会いから「化石燃料を利用することによる悪い影

響」について知り、「再生可能エネルギーを活用することによる問題解決が必要」という現在の

課題を捉えた。そして、第二次からの学習において、その一例として雪エネルギーの存在を知

り、その有用性を読み解くことができた。全文シートを活用することで、情報と情報とを関連付

けて読み進めた結果であると考える。また、読み解く段階で、筆者の主張の仕方の工夫について

気づかせるようにし、自身の主張文記述の際のヒントになるよう仕組んだ。 

第三次では「沖縄で利用可能な再生可能エネルギーは何か」という目的をもって学習に向か

わせるようにした。自分達の将来・未来のために何ができるか主張文にまとめるという学習展開

は、児童の主体的な学びを引き出し、結果的に説明的な文章や情報を読み解く力の育成や、複数

の情報を関連付けて読む力の育成に繋がったと考える。 

    今後は、考えをまとめる力を育てることに指導の重点をおいた授業を仕組み、「生きて働く読

解力」の育成を目指した授業づくり・授業実践を行っていきたい。 

 

（7）参考文献 

  ・『小学校学習指導要領解説国語編』（文部科学省） 

   ・『ひろがる言葉 小学国語 六上 解説・展開編』（教育出版） 

授業と家庭学習との

連動を図る。 

         

 

Google Classroom のシートに〈振り

返り〉を入力。次時の学習へ繋げる。 

完
成
し
た
構
成
表
を
見
な
が

ら
、
明
確
な
主
張
が
で
き
そ

う
か
検
討
し
て
い
る
様
子
。 
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